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平成１７年５月１５日に高千穂町で開催される第５９回愛
鳥週間「全国野鳥保護のつどい」の記念式典に出演するオカ
リナ奏者宗次郎さんが、１２月７～８日に高千穂町を訪れま
した。
記念式典で高千穂中学校吹奏楽部（後藤彩由里部長、部員

１５名）が演奏する神楽笛やオカリナとのジョイント演奏を
予定しており、同中学校を訪問し、神楽笛の演奏を聞くなど
中学生との交流を行いました。
また 「全国野鳥保護のつどい」のために宗次郎さんが作る、

（ ）オカリナ用の土を提供していただいた町内の窯元 高千穂焼
。 、を訪問しました 宗次郎さんがこれまでに作ったオカリナは

１万個を超えているそうです。
本番でのすばらしい演奏が期待されます。
また、現在、記念式典の一般参加者を募集しています。２

月１０日までです。参加料は無料です。詳しくは、県庁ホー
ムページをご覧ください。
※応募のお問い合わせ先 ＪＴＢ宮崎支店(0 9 8 5 )2 9 -3 5 1 1
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第５９回愛鳥週間「全国野鳥保護のつどい」

日時：平成１７年５月１５日（日）
場所：高千穂町総合公園

◇ 記念式典（高千穂町武道館）
高千穂の夜神楽や郷土芸能などの歓迎アト

ラクションや野生生物保護功労者表彰、オカ
リナ奏者宗次郎さんと高千穂町の子供達によ
る合奏などが行われます。

◇ 早朝探鳥会

◇ ふれあい広場
前日の１４日には郷

土料理やカッポ酒の振
る舞い、特産品の展示
販売などが行われる前
「 」夜祭 ふれあい交流会

が行われます （参加。
料２，０００円）

後藤彩由里さんが演奏する神楽笛を聞きながら、オカリナの音色と音合わせをしている宗次郎さん
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【活動紹介「手づくりの地域づくり 】」

【意見発表】 【良い夫婦・良い家族調査結果報告】

「２０人でつなぐ話の輪 。それぞれが農業、西臼杵への思いを１分間スピーチ」
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「 」逆転の村づくり 地域の自立と再生－ －
五ヶ瀬町 後藤 福光さん

・五ヶ瀬町桑野内で実施しているグ
リーンツーリズム活動を紹介
・今農山村は人口と経済的過疎。一
方都市は自然と文化と人間性的過
疎。この逆過疎現象を解決するの
にグリーンツーリズムの存在意義
がある。まさにグリーンツーリズ
ムは大逆転の地域づくりである。

「みんなで作るこばるの里」
日之影町 本田 一子さん

・日之影町こばるの里の活動を紹介
・惣菜と弁当の営業許可をとって活
動している。

・持ち帰り用「猪うどん」を開発し
て、売り出し中である。

・会でパソコンを購入し、西臼杵農
業改良普及センターの「パソコン
」 。講座 にメンバー全員で参加した

「中山間地域等直接支払制度を活用
したむらづくり」

高千穂町 江藤 むら子さん

・高千穂町下野西集落の活動を紹介
・農道の生コン舗装で農作業が大変
楽になった。
・今年、初めて「ほおずきまつり」
を実施した。
・農業に夢を与えようと 「そばま、
つり」も実施している。

現在の日本における農業流通と食料
高千穂高等学校 内倉 和洋さん

・ 将来は、生産者として消費者が
安心して口にできる農産物を作っ
ていきたいと熱く訴えました。

西臼杵地区農山村女性会議の自主活動とし
て実施した生活、家族、仕事に関する「良
い夫婦・良い家族調査」の結果報告が行わ
れました。

西臼杵郡３町の農林業者や関係団体の外、高千穂
高校農業科３年生等、合わせて２００人が参加し
ました。
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県長期計画に係る西臼杵地域県民会議
県では、社会経済情勢の変化と新たな政策課題

に的確に対処するため 「新しい宮崎県総合長期計、
画」の策定を進めています。
今後１０年間（平成１７年度～２６年度）の本

県の目標や目指す将来像を内容とする「長期ビジ
ョン」は去る７月に作成しました。
現在、この「長期ビジョン」を実現するための

今後５年間の具体的な施策等を盛り込んだ「基本
計画」を来年３月の策定に向けて作業を進めてい
るところです。この「基本計画」の策定に当たっ
て、県民の皆様から幅広いご意見を伺うため 「人、
づくり・交流部会 「くらし部会 「産業部会」」、 」、
の３部会に分かれて 「西臼杵地域県民会議」を開、
催しました。

学校給食「ひむか地産地消の日」
学校給食に県産農産物を供給し、本県農業及び

県産農産物への理解促進を図るとともに、県産農
産物の利用拡大を推進することを目的に実施して
います。
西臼杵においては、管内の小・中学校２７校、

２，３３０人を対象に実施されており、各町でと
れた季節の野菜が提供されています。
五ヶ瀬町では、今年は、役場、西臼杵支庁、農

業改良普及センターの職員に加えて生産農家の方
も管内小中学校に出向いて、わかりやすい「地産
地消」の説明を行いました。

荒川次長が、子ども達と給食を食べながら、地産池消の大切
さを説明しました。(１１月２９日、五ヶ瀬町立坂本小学校)

肉用牛支援体制の視察研修
、みやざきブランド推進西臼杵地域本部主催により

県内でＪＡ、市町村が取り組んでいる肉用牛生産基
盤維持・拡大支援対策の実施状況について、視察研
修を行いました。
視察先のＪＡ宮崎中央国富畜産団地、ＪＡ綾町キ

ャトルステーション、小林市営牧場では、
� 農家から離乳後の子牛を預かり、セリ市まで飼
養管理をＪＡ等が行う子牛受託

� 不受胎牛を牧場で受入れ、確実に受胎させて農
家に返す母牛受託

� 規模拡大を図りたい中核農家群の経営を支援す
る入植団地の整備

等の取り組みが、地域の特徴を生かしながら行われ
ていました。
今回の研修を踏まえて 『西臼杵版肉用牛サポート、

体制の確立』が望まれます。

今後の西臼杵地域の肉用牛振興のヒントを得ようと、熱心
に質問する参加者(１２月７日 ＪＡ宮崎中央国富畜産団地)、

活発な意見交換が行われた西臼杵地域県民会議
(11月29日、高千穂町自然休養村管理センター）

西臼杵型集落営農推進会議
西臼杵農業改良普及センター、支庁、３町、Ｊ

Ａ、農業共済組合等の関係機関により、西臼杵型
集落営農の推進を目指した協議を進めています。
集落営農は、ある一定地域内の農家が団結し、農
地の利用方法を検討したり、農作業を共同で実施

、 。する等 農業生産活動を集落全体で行うものです
今回の会議では、各公民館を対象にしたアンケ

ート調査結果が説明され、約３割の公民館が集落
営農に取り組みたいという結果でした。１月以降
に各町１、２ヶ所程度のモデル地区を選定し、集
落営農を推進していくことにしています。

「西臼杵型集落営農推進会議」(12月20日、西臼杵農業改
良普及センター)

（当日のメニュー）
・むぎごはん
・すきやき煮
・ごま和え
・牛乳
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編集後記

県長期計画の西臼杵地域県民会議では、貴重な御意
見をいただきました。県の財政は非常に厳しい状況で
あり、今後は選択と集中を図り、限られた財源を最大
限に活用することが不可欠です。県民の皆様の御意見

重要であると思を聞きながら、協働していくことが
「 」います。

▲

平成1 6 年の世相を象徴する 今年の漢字
に 災 が決まりました。西臼杵地域にも台風が相次い「 」
で上陸し、災害の大きな爪痕を残しました。なお、国
の災害査定は無事概ね終了しました。平成1 7 年は災

修害がない明るい年であることを祈念します。

トピックス

古紙配合率１００％、白色度８２％を使用しています。

＊西臼杵支庁の業務等について、ご意見、ご要望な
どがありましたら下記までご連絡ください。

西 臼 杵 だ よ り

□ 「簡単にできるフラワーアレンジ」教室
LIF E IS B E A U T IF U L～美しい生活のための第１歩～

西臼杵地区女子職員交流会の第２弾は「心を癒す花
のある生活を楽しもう」をテーマに、クリスマス用フ
ラワーアレンジ講習を１２月２０日に行いました。
講師は、フラワーアレンジ歴３０年の西臼杵農業改

良普及センターの日高美恵子係長。
あまりお金をかけずに簡単に、クリスマス用のフラ

ワーアレンジを作ることができました。

まちづくりリーダー研修会
１２月５日

『高千穂らしい「まち」のファザードづくり』を
テーマに、高千穂町岩戸で開催されました。
門前町岩戸神社周辺の景観とまちづくりについ

て、講師を招いてワークショップを行い、地元から
も多数の参加があ
りました。
これまで、主に

「ことば」で議論
されてきた町並み
の理想像が、今回
の作業により視覚
化されたことで、
参加された方にも
新たな刺激になっ
たようです。

西臼杵地区S A P冬期大会
１２月１０日

西臼杵地区ＳＡＰ（松本陽介地区長、５９人）の
冬期大会は、会員や普及委員ら約５０名が参加し、
西臼杵農業改良普及センターで開催されました。
会員５人が研究成果や意見発表を行った結果、意

見発表部門は谷川勇
、喜さん(日之影町)が

プロジェクト発表部
門は田辺貴紀さん
(高千穂町)と大賀政

、和さん(高千穂町)が
来年１月２７日に宮
崎市で開催される県
大会出場を決めまし
た。

高千穂町社会福祉協議会５０周年
１１月２７日

高千穂町社会福祉協議会は昭和2 9 年7 月に設立さ
れ、今年で5 0 年を迎えたことを記念し、高千穂町自
然休養村管理センターで盛大に式典が行われました。

式典では、社会福祉
の向上に功労のあった
４名への表彰、協議会
の運営に貢献のあった
５団体・４個人に感謝
状の授与が行われまし
た。
その後、体験発表や

九州保健福祉大学の塚
口伍喜夫教授の 福祉で「
まちづくりを と題した」
講演等がありました。

パワーポイントを使って研究発表が
行われました。

今年百歳になられた鈴木日惠さん
も感謝状を受けられました。

第８回ひのかげ渓谷イルミネーションまつり
１２月２４日

日之影町中央地区イルミネーション倶楽部（高橋港夫
会長）が主催し、日之影町役場周辺で開催されました。
同倶楽部によるイルミネーション設置は、町の中心部

である中央地区で継続して行われており、日之影町のＰ
Ｒとともに子ども達に
夢と感動をプレゼント
する賑やかな町並みを
創出し、そこから生じ
る地域の活性化を目的
に実施されています。
会場では、大道芸や

野外映画、日之影小ス
ポーツ少年団育成会等
による出店等があり、
賑わいました。

ワークショップを行う地元の方々

意外とうまくできたと満足そうな参加者

◎お問い合わせ先
宮崎県 西臼杵支庁 総務課
T E L 0 9 8 2 (7 2 )2 1 8 1 F A X 0 9 8 2 (7 2 )3 7 6 0

http://www.pref.miyazaki.jp/contents/org/U R L
chiiki/shityoson/nishiusuki_shityo/index.html

ビンゴゲームを楽しむ子ども達


